
JP 2019-115612 A5 2020.12.24

10
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【公開日】令和1年7月18日(2019.7.18)
【年通号数】公開・登録公報2019-028
【出願番号】特願2017-252651(P2017-252651)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ   5/022    (2006.01)
【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】令和2年11月9日(2020.11.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の環境情報、及び前記第１の環境情報より過去の第２の環境情報から第１の基準値
を超える環境変化を検出する環境変化検出部と、
　前記環境変化の検出に基づき第１の血圧情報を測定する血圧測定部と、
　前記第１の血圧情報を出力する血圧情報出力部と、
　前記第１の血圧情報、及び前記第１の血圧情報よりも過去の第２の血圧情報を取得する
情報取得部と、
　前記第１及び第２の血圧情報から第２の基準値を超える血圧変動を検出する血圧変動検
出部と、
　前記血圧変動を通知する血圧変動情報を出力する変動情報出力部と、
　を備え、
　前記環境変化検出部は、前記第１の環境情報に対応する第１の温度情報、及び前記第２
の環境情報に対応する第２の温度情報の少なくとも一方が温度基準値未満の場合に、前記
環境変化を検出する情報処理装置。
【請求項２】
　前記血圧測定部は、入力操作に対応する測定指示及び測定スケジュールに対応する測定
指示のうちの何れか一つに基づき前記第２の血圧情報を測定し、
　前記血圧情報出力部は、前記第２の血圧情報を出力する請求項１に記載の情報処理装置
。
【請求項３】
　前記血圧変動検出部は、血圧情報の取得に応じて前記第２の血圧情報を更新する請求項
２に記載の情報処理装置。
【請求項４】
　前記環境変化検出部は、環境情報の取得に応じて前記第２の環境情報を更新する請求項
１乃至３の何れか１項に記載の情報処理装置。
【請求項５】
　前記変動情報出力部は、前記環境変化を示す情報を含む前記血圧変動情報を出力する請
求項１乃至４の何れか１項に記載の情報処理装置。
【請求項６】
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　前記血圧情報出力部は、被測定者の血圧測定状況を示す情報に関連付けて前記第１及び
第２の血圧情報を出力し、
　前記変動情報出力部は、前記血圧測定状況を示す情報を含む前記血圧変動情報を出力す
る請求項１乃至５の何れか１項に記載の情報処理装置。
【請求項７】
　前記血圧測定状況を示す情報は、前記被測定者の血圧測定位置を含む請求項６に記載の
情報処理装置。
【請求項８】
　情報処理装置により実行される情報処理方法であって、
　第１の環境情報、及び前記第１の環境情報より過去の第２の環境情報から第１の基準値
を超える環境変化を検出する環境変化検出過程と、
　前記環境変化の検出に基づき第１の血圧情報を測定する血圧測定過程と、
　前記第１の血圧情報を出力する血圧情報出力過程と、
　前記第１の血圧情報、及び前記第１の血圧情報よりも過去の第２の血圧情報を取得する
情報取得過程と、
　前記第１及び第２の血圧情報から第２の基準値を超える血圧変動を検出する血圧変動検
出過程と、
　前記血圧変動を通知する血圧変動情報を出力する変動情報出力過程と、
を備え、
　前記環境変化検出過程は、前記第１の環境情報に対応する第１の温 
度情報、及び前記第２の環境情報に対応する第２の温度情報の少なくとも一方が温度基準
値未満の場合に、前記環境変化を検出する情報処理方法。
【請求項９】
　請求項１乃至７の何れか一つに記載の情報処理装置が備える各部としてコンピュータを
機能させる情報処理プログラム。


	header
	written-amendment

